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1. はじめに 

電子メール（以下，メール）は，個人間の簡便なコミ

ュニケーション手段として定着したが現在では，ビジ

ネスでも広く利用されている．メールは，文字情報の

みの伝達手段であるため，真意を伝えにくく誤解や，

不快感を与え，人間関係を損なうことがある．さらに，

メールは，直ちに相手に届き，コピーや転載も容易で

あるため，不作法なメールが瞬時に広がる．これらメ

ールの特徴を理解して，不要な摩擦を生まないメー

ルを作成することが重要である．学生が就職活動でメ

ールを社会に送る場合，送信前に見直し，不作法な

メールを送らないように，注意を払う必要がある[1][2]． 

特に，敬語は人間関係を円滑に保つために正しく

使う必要がある．しかし，敬語の使い方は難しく学習

が必要である．これまで，文を取得し，敬語表現へ言

い換える手法[3]や，シナリオに沿って対話形式の敬

語を学習する手法[4]が提案されている．しかし，これ

らの研究では，システムで直接敬語表現に置き換え

ることでは学習には繋がらない．また，敬語表現には

対話形式と文書形式では異なる使い方を行うものも

ある．更に，メールの即応性を損なわない実行時間

で指摘できる必要がある． 

このような問題に対処するため，メールの即応性を

損なわず，第三者を煩わせることなく，メール作成中

に不適当な敬語の使い方を指摘することで，効率的

にメール文書を作成する支援方法を提案する． 

本稿では，敬語表現の誤り指摘方法と提案方法を

実装したシステム，および評価実験とその結果から提

案方法の有効性について述べる． 

 

2. 提案する敬語表現指摘方法 

本研究では，学生が就職活動において，会社にメ

ールを送る場合を想定して，目上の人にメールを送

る際に注意すべき敬語表現に限定して敬語の使い

方の誤りを指摘することとする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1 敬語の指摘ルール 

本提案方法は尊敬語，謙譲語，丁寧語を対象に，

以下の敬語の誤用を指摘する． 

(1) 名詞において，敬語表現を使用しなければなら

ない箇所で使用していない場合 

(2) 動詞において，敬語表現を使用しなければなら

ない箇所で使用していない場合 

(3) 二重敬語が使用されている場合 

名詞，動詞，二重敬語の判定には，それぞれの敬

語形式に対応した語形変換前・後の単語を登録した

名詞辞書，動詞辞書，二重敬語辞書を用いる． 

 

2.2 提案方法を実現する機能 

提案方法を実装したシステム機能構成を図 1に示

す．敬語の指摘処理をサーバに実装し，メールソフト

(Thunderbird)には，敬語の指摘結果と解説を表示

するインターフェースをアドオンとして実装した． 

 

 
図 1 機能構成図 

 
図 2 利用イメージ 
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honorific expression in an e-mail document. 
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サーバは，メールソフトから送られたメール本文か

ら署名を取り除き，主文を一文単位に分ける． 

次に，二重敬語辞書を用いて誤用の判定を行う．

同時に，敬語の指摘の重複および，敬語が不要な自

分自身を語る文章に対する指摘を回避する処理を行

う．一文単位に分割された文を形態素解析して，その

結果を名詞辞書と動詞辞書を用いて誤用を判定する．

判定結果と指摘理由に基づいた解説を生成し，利用

者のメールソフトへ返す．指摘結果は図 2 のようにメ

ール作成画面の左下部に表示される． 

 

4. 評価実験 

提案方法の有効性を示すために，評価実験で学

生や教職員が作成したメール文書と，サーバで取得

したログを分析し，指摘の適合率・再現率を求め，指

摘に対する利用者の修正率，本システムの 1 人当た

りの利用回数を得た． 

評価実験では東京工科大学の学生 40 人，教職

員 2 人，高校生 1 人に，就職活動で会社にメールを

送る場面を想定し，提案方法を利用してメールを作

成してもらった． 

メール 43 件分に対し，敬語の指摘数は 211 件あ

り，適合率は 73.5%，再現率は 97.7%であった． 

メール 1 通を書き上げるまでの最大指摘検出数の

平均は 5.1件であり，最終利用時には指摘検出数は

平均 1.8件に減少し，修正率は 68.2%となった．ログ

分析結果を表 1に示す． 

図 3 に評価実験で作成されたメール文書 3 人分

のデータの，システム利用毎の推移を示す．利用回

数を増すごとに，指摘検出数が減少したことが確認

できた． 

被験者 43 人を対象に提案システムの利用に関す

るアンケートを行った．91.9%の人がシステムの指摘

を参考に修正を行うことができたと回答している． 

表 1 ログ分析結果 

 

 
図 3 利用回数に伴う指摘検出数の増減 

また，システムで検出された指摘を修正したかとい

う質問に対して，指摘を全て消したと回答した人が

54.1%，全ては消せなかった，あるいは消さなかった

と回答した人が 45.9%であった． 

自由記述で得たコメントには，不適切な敬語表現

を指摘してくれる点や，メールを書く上での不安を解

消してくれる点が良いという意見があった． 

 

5. 考察 

 提案方法による敬語表現の指摘の再現率は

97.7%であることから，敬語表現の指摘が必要とされ

る文章は概ね指摘が行えると考えられる．また，適合

率は 73.5%であり，概ね指摘を行うことが出来たが，

敬語が不要な自分自身を語る文章に対して指摘した

ことが適合率を下げる原因となった． 

図 3 から，実際にシステムを繰り返し利用すること

で，指摘検出数が減少することが確認できた．また，

アンケート結果より指摘が全て消えるまで修正を繰り

返した人と，修正が必要にも関わらず修正をしなかっ

た人がいた．そのため，より正確な指摘と，修正意欲

を向上させることが今後の課題であると考える． 

 

6. おわりに 

 本稿では，メール文書における敬語表現の指摘方

法を提案し，その有効性を示した．本研究の特徴は，

メールソフトに実装したアドオンを介して簡単にメー

ル文書の敬語表現の誤りを指摘できることである．評

価実験と利用者のアンケートから，有効性を示すこと

ができた． 

 今後の課題は，敬語表現の指摘適合率の向上であ

る．単語のより細かい場合分けによる処理や，文章の

主語を判定することで，就職活動に限らず様々なシ

チュエーションに対応した敬語の指摘を行うためには，

更なるルールの拡張が必要であると考えられる． 
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項目 値 項目 値

指摘検出数 211 適合率 73.5%

正しい指摘検出数 155 再現率 97.7%
不要な指摘検出数 56 修正率 68.2%
平均最大指摘検出数 5.1 平均最終指摘検出数 1.8
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